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基礎調査内容及び主な結果 

１ 調査内容 

(1) 区民アンケート調査 

区内のバリアフリーに関する関心度や課題を把握するとともに、バリアフリーに関する情報提

供や啓発を意識したアンケート調査を実施しました。 
 

表 区民アンケート調査の概要 

対 象 者 住民基本台帳を基に無作為抽出した、区内在住の満１８歳以上の区民 1,047 人 

調査期間 平成 26 年 12月 26 日～平成 27 年 1 月 16日 

配  布 郵送配付、1,047 票 

回  収 郵送回収、314 票（回収率 約 30％） 

調査内容 

・鉄道駅（地下鉄）の利用状況、満足度、意見 

・都営バスの利用状況、満足度、意見 

・コミュニティバス「Ｂーぐる」の利用状況、満足度、意見 

・タクシーの利用状況、満足度、意見 

・道路・信号機・横断歩道等の満足度、意見 

・区内施設、公園等（不特定多数が利用）の使いやすさ、意見 

・公共サインへの意見 

・心のバリアフリーの認知度、意識、行動、施策、意見 

・観光バリアフリーの施策 

・その他自由記述・属性 

その他 
・調査の補足と意識啓発を兼ね、「心のバリアフリーパンフレット」を作成し同封 

→13～16 ページ参照 

(2) 高齢者・障害者への意向調査 

上記アンケート調査では捕捉できない当事者意見を抽出するとともに、来年度以降の検討への

協力を呼びかけるため、高齢者・障害者団体への意向把握調査を行いました。 
 

表 意向調査の概要 

対 象 者 高齢者・障害者団体の代表者 

調査期間 平成 27 年 1月～平成 27 年 2 月 

調査方法 
高齢者・障害者団体の代表者に回答用紙を直接配付し、団体で取りまとめ記載い

ただいたものを直接回収 

調査内容 （1）の調査項目に沿って、当事者の立場からの意見を自由記述で回答いただく 

参考資料２ 
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(3) 施設状況調査 

1) 配置状況の抽出 

不特定多数の高齢者、障害者等が日常的に利用する可能性のある区内の主要な施設を抽出し、

整理しました。 

表 区内の主要な施設（生活関連施設の候補）の抽出条件 

種別 抽出する施設 抽出の考え方 

鉄道駅 全ての鉄道駅 

区内の鉄道駅は全て１日

3,000 人以上が利用する特

定旅客施設であるため抽出 

公共（窓口）

施設 

区役所・地域活動センター・ 

郵便局（ゆうゆう窓口のある大店舗） 

公共性が高く、高齢者・障害

者等、多数の利用者が見込ま

れるため抽出 

集会施設 
交流館・区民センター他 

地域利用スペースのある公共施設 

福祉施設 
福祉センター・障害者・高齢者・子育て支援施設・

社会福祉協議会 等 

保健施設 

・病院 

保健サービスセンター・ 

総合病院（病床数１００床以上） 

文化・教養・

教育施設 

教育センター・大学（ホール等を有するもの）・

特別支援学校・生涯学習施設・図書館・ミュージ

アム（概ね 500 ㎡以上）・スポーツ施設 等 

大規模店舗 店舗面積が 1,000 ㎡以上の大規模小売店舗 公共性が高く、バリアフリー

法の基準適合義務が課せら

れる施設のため抽出 
宿泊施設 客室数５０以上のホテル又は旅館 

都市公園等 １ｈａ以上の公園・運動場 等 

都市公園や運動場、植物園な

どのうち、大規模で近隣又は

広域からの利用が見込まれ

るものを抽出 

その他 協議会や区民意見を踏まえて抽出する 
 

※主な駐車場は建築物に付随していると想定し抽出しない 

 

2) 施設管理者へのアンケート調査 

1)で抽出した施設の管理者あてに、現在の施設のバリアフリー状況に関する基本的な情報と、

来年度以降の検討への協力意向、連絡窓口を調査するためのアンケートを実施しました。 

 

表 施設管理者アンケート調査実施状況 

 施設数 うち、区施設 うち、民間・国・都施設 

調査実施対象 178 88 90 

回答施設  146  81 64 

回答率 82.0％ 92.0% 71.1% 
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(4) 隣接自治体ヒアリング 

バリアフリー基本構想策定にあたり、既に策定済みの隣接自治体へのヒアリングを実施し、

策定時の配慮事項などについて伺うとともに、バリアフリー推進に向けた連携・協力を依頼し

ました。 

 

表 ヒアリング自治体におけるバリアフリー基本構想の特徴 

対象 台東区 荒川区 千代田区 

名称 台東区 

バリアフリー基本構想 

荒川区 

バリアフリー基本構想 

千代田区 

交通バリアフリー基本構想 

策定 

年月 

平成 24 年 3月改定 

平成 25 年 3月策定（追加） 

平成 22 年 3月 

～平成 26 年 3 月 

平成 15 年 3月 

法律 バリアフリー法（新法） バリアフリー法（新法） 交通バリアフリー法（旧法） 

特徴 

 

・平成 15 年度～協議会を継

続し、各年度新規地区を策

定 

（～平成 19年度） 

・旧法による基本構想を見直

し、全区重点整備地区指定 

・民間建築物についても事業

者別に特定事業を設定 

・旧法で日暮里駅周辺を策定 

→新法で全区を対象に見直し 

・区域の半分強の面積を重点

整備地区（4 地区）に設定

し、各年度 1 地区ずつ策定 

・住民部会による心のバリア

フリーに関する活動推進 

・全区重点整備地区指定（皇

居除く）、構想Ⅰ（お茶の

水）、構想Ⅱ（その他 8 エ

リア） 

・事業者別アクションプログ

ラムとエリア別構想を作成 

日時 平成 26 年 11月 25 日（火） 

10 時 30 分～11 時 40 分 

平成 26 年 12月 2 日（火） 

15 時～16 時 30 分 

平成 26 年 12月 2 日（火） 

13 時～14 時 

 

(5) 関連計画・統計データ等の整理 

区・都の上位関連計画や区内の高齢者、障害者等に関する統計データ等を整理し、あわせて、

区内の関係部署・課で実施しているハード・ソフトのバリアフリー施策について、関係課への照

会を行いました。 
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２ 区民アンケート調査の結果（抜粋） 

設問１ 区内の【鉄道駅（地下鉄）】の状況について 

１）鉄道にはどのくらい乗りますか。 n=314 

 

 

 

 

 

 

２）区内で、もっともよく利用する駅はどこですか。 n=293（区外を回答の 21 を除く） 

 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）２）で回答した駅の利用しやすさ、案内や乗換のわかりやすさなどについて満足していますか。

n=293 

 

 

 

 

 

 

 

回答の傾向 

・回答者の６割以上が週に２～３回程度以上と日常的に地下鉄を利用 

・後楽園・春日、千石、茗荷谷、千駄木駅の利用者が比較的多い。JR（区外）との乗換駅である御

茶ノ水・水道橋・飯田橋で地下鉄を利用している人は比較的少ない。丸ノ内線と都営三田線の利

用が多い。 

・回答者の半数以上が駅の利用しやすさ、わかりやすさに満足している。 

 

1.0% 4.8% 8.9% 10.6% 4.4%

1.7%

2.7% 9.9% 4.1% 8.5%

2.4%

3.1% 5.5% 1.0% 5.1% 7.2% 13.7%

1.0%

1.7%

1.4%1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

①御茶ノ水 ②本郷三丁目 ③後楽園 ④茗荷谷 ⑤新大塚 ⑥湯島 ⑦根津

⑧千駄木 ⑨護国寺 ⑩江戸川橋 ⑪後楽園 ⑫東大前 ⑬本駒込 ⑭水道橋

⑮春日 ⑯白山 ⑰千石 ⑱飯田橋 ⑲春日 ⑳本郷三丁目 無回答

30.7% 24.9% 12.3% 13.0% 14.0% 3.8%1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

１．満足している ２．やや満足している ３．どちらともいえない

４．やや不満である ５．不満である ６．気にしたことがない・わからない

無回答

29.7% 14.3% 12.6% 10.9% 27.0% 4.1%1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

東京メトロ丸ノ内線 東京メトロ千代田線 東京メトロ有楽町線 東京メトロ南北線

都営地下鉄三田線 都営地下鉄大江戸線 無回答

40.8% 23.2% 20.1% 3.5% 5.7%

3.2%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

１．ほぼ毎日 ２．一週間に２～３回 ３．ひと月に２～３回程度 ４．ひと月に１回程度

５．年に数回程度 ６．利用しない ⇒設問２へ 無回答

後楽園・春日 

茗荷谷 千駄木 千石 
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設問２ 区内を運行する【都営バス】の状況について 

１）都営バスにはどのくらい乗りますか。（１つだけに○）n=314 

 

 

 

 

 

 

２）都営バスの乗り降りのしやすさ、案内のわかりやすさなどについて満足していますか。n=244 

 

 

 

 

 

 

 

回答の傾向 

・回答者の６割程度が月に１回程度以上都営バスを利用。週２～３回程度以上の日常利用は 2 割程度。 

・回答者の６割以上が都営バスの利用しやすさ、わかりやすさに満足している。 

設問３ 【コミュニティバス「Ｂーぐる」】の状況について 

１）コミュニティバス「Ｂーぐる」にはどのくらい乗りますか。n=314 

 

 

 

 

 

 

２）「Ｂーぐる」の乗り降りのしやすさ、案内のわかりやすさなどについて満足していますか。n=133 

 

 

 

 

 

 

 

回答の傾向 

・回答者の半数以上が B-ぐるを利用していない。週２～３回程度以上の日常利用は約４％。 

・回答者の半数程度が B-ぐるの利用しやすさ、わかりやすさに満足している。 

6.4% 14.6% 22.6% 13.1% 21.0% 21.3% 1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

１．ほぼ毎日 ２．一週間に２～３回 ３．ひと月に２～３回程度 ４．ひと月に１回程度

５．年に数回程度 ６．利用しない ⇒設問３へ 無回答

23.0% 38.5% 20.9% 5.7% 3.3% 7.0% 1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

１．満足している ２．やや満足している ３．どちらともいえない

４．やや不満である ５．不満である ６．気にしたことがない・わからない

無回答

1.3%

2.9% 11.5% 5.4% 21.3% 55.1% 2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

１．ほぼ毎日 ２．一週間に２～３回 ３．ひと月に２～３回程度 ４．ひと月に１回程度

５．年に数回程度 ６．利用しない ⇒設問４へ 無回答

20.3% 29.3% 27.1% 7.5% 3.8% 6.8% 5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

１．満足している ２．やや満足している ３．どちらともいえない

４．やや不満である ５．不満である ６．気にしたことがない・わからない

無回答
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設問４ 区内を運行する【タクシー】の状況について 

１）タクシーにはどのくらい乗りますか。n=314 

 

 

 

 

 

 

２）タクシーの利用しやすさについて満足していますか。n=239 

 

 

 

 

 

 

 

回答の傾向 

・回答者の半数以上がタクシーをほとんど利用していない。週２～３回程度以上の日常利用は約１割。 

・回答者の６割程度がタクシーの利用しやすさに満足している。 

■公共交通に関する主な意見 

鉄道について 

・階段・エスカレーター：階段が狭く危険を感じる／エスカレーターが少ない、途中までしかない 

・エレベーター：出来て便利になった／無くて不便／ホームの端にあり、歩行距離が長くなる 

・案内：エレベーターや乗換の案内がわかりにくい／アナウンスを文字化してほしい（聴覚障害者） 

 エスカレーターの上り下り、通路の通行位置等が駅によってばらばらで分からない（視覚障害者） 

・その他：ベビーカーで階段を利用するのが不便・危険／階段で風が強い／ホーム扉が出来て安心 

バスについて 

・乗降：ノンステップバスは乗降しやすい／バスが停留所から離れて停車すると乗降しにくい 

・停留所：バス停に上屋が欲しい／電光掲示の運行情報があるのは良い 

・対応：着席する前に発車することがあり危険／利用者もお年寄りや子どもに優しくなってほしい 

・その他：２人子どもがいるとベビーカー利用は難しい／ベビーカーの利用ルールを考えてほしい 

コミュニティバス「B-ぐる」について 

・停留所：案内表示が小さく、バス停の位置がわかりにくい 

・車両：小さい車両なので、混雑時の車いすやベビーカー利用は難しく、気をつかう 

タクシーについて 

・乗降場：タクシー乗り場が少ない／どこにあるのかわかりにくい 

・車両：足が不自由だと、乗降しにくい車両が多い／ワゴンタイプのタクシーを増やしてほしい 

・対応：運転手の対応は人によって違う（荷物やベビーカー・車いすの移動を手伝ってほしい） 

1.6% 7.6% 16.9% 14.3% 35.7% 21.7% 2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

１．ほぼ毎日 ２．一週間に２～３回 ３．ひと月に２～３回程度 ４．ひと月に１回程度

５．年に数回程度 ６．利用しない ⇒設問５へ 無回答

28.9% 31.4% 23.8%

2.5%

0.8% 10.5% 2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

１．満足している ２．やや満足している ３．どちらともいえない

４．やや不満である ５．不満である ６．気にしたことがない・わからない

無回答
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設問５ 区内の【道路】の状況について 

１）ふだんまちを利用していて、区内の【道路】について、歩きやすさに満足していますか。n=314 

 

 

 

 

 

 

 

２）ふだんまちを利用していて、区内の【信号機や横断歩道】について、安全性やわかりやすさに

満足していますか。n=314 

 

 

 

 

 

 

 

回答の傾向 

・道路への満足度は、満足している人と不満がある人がいずれも回答者の 1/3 程度であった。 

・回答者の半数程度が信号機や横断歩道の利用しやすさに満足している。 

 

■道路や信号機、横断歩道等に関する主な自由意見 

道路について 

・歩道が狭い箇所が多い 

・歩道の横断勾配が急な箇所がある 

・歩道と車道の段差が無くなるとよい 

・急な坂道が多く、ベビーカー利用者や高齢者が大変 

・工事後等、歩道のがたつきが気になる 

・歩行者と自転車の通行位置のルールがわかりにくい 

・ゴミや放置自転車、商店の看板が道路を狭めていたり、視覚障害者誘導用ブロックに乗っている 

・自転車のスピードが速く、マナーが悪い人が多いので危険。利用者のマナー向上が必要 

信号機・横断歩道について 

・音響式信号機が少ない、時間帯によってならないものもあり困っている（視覚障害者） 

・残り時間表示式信号機を増やしてほしい 

・青時間が短い信号機がある 

・横断歩道で人と自転車が混在していて危険を感じる 

 

10.8% 22.9% 22.3% 22.3% 12.1% 6.1% 3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

１．満足している ２．やや満足している ３．どちらともいえない

４．やや不満である ５．不満である ６．気にしたことがない・わからない

無回答

20.7% 28.7% 20.1% 11.8% 4.8% 5.4% 8.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

１．満足している ２．やや満足している ３．どちらともいえない

４．やや不満である ５．不満である ６．気にしたことがない・わからない

無回答
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設問６ 区内の【施設】について 

１）区内の【不特定多数の人が利用する主要な施設】は、高齢者・障害者などをはじめ、妊産婦や

乳幼児連れ、けが人などさまざまな人にとって使いやすいと感じますか。あなたがよく利用す

る施設について、その施設の使いやすさやご意見をお答えください。 n=314 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答の傾向 

・全ての施設カテゴリで無回答が最も多く、意識したことがない・分からないと合わせると半数以

上となる。バリアフリーについて特に意識せず生活している人が多い。 

・福祉施設では無回答が特に多く、高齢者・子育て支援施設などを日常的に利用する人は多くない

ことがうかがわれる。 

 

■特に利用者の多い施設（10 件以上） 

公共施設（窓口・集会） 文京シビックセンター（文京区役所）・小石川郵便局・区民センター 

保健施設・病院 日本医科大学付属病院・東京大学医学部附属病院・順天堂大学医学部附属順天

堂医院・駒込病院・小石川東京病院・東京医科歯科大学医学部附属病院 

文化・教養・教育施設 スポーツセンター・真砂中央図書館 

商業・宿泊施設 東京ドームシティ・クイーンズ伊勢丹小石川店・オリンピック白山店・ 

文京グリーンコート・ホテル椿山荘東京・ドン・キホーテ後楽園店 

公園など 六義園・教育の森公園・小石川植物園・小石川後楽園・江戸川公園・ 

新江戸川公園・大塚公園 

 

19.4%

2.5%

15.9%

11.8%

14.0%

10.8%

8.6%

3.8%

8.3%

13.1%

15.9%

9.2%

14.0%

2.5%

6.4%

6.4%

12.1%

10.2%

4.5%

2.2%

4.1%

5.4%

5.4%

3.8%

1.3%

1.6%

1.9%

2.9%

4.8%

2.2%

13.4%

9.9%

11.5%

12.7%

12.7%

15.0%

38.9%

77.4%

51.9%

47.8%

35.0%

48.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 公共施設

② 福祉施設

③ 保健施設・病院

④ 文化・教養・教育施設

⑤ 商業施設・宿泊施設

⑥ 公園など

１．使いやすい ２．やや使いやすい ３．どちらともいえない

４．やや使いにくい ５．使いにくい ６．意識したことがない・わからない

無回答
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■区内の施設に関する主な自由意見 

・シビックセンターはエレベーターなどが完備され、インフォメーションがあるので利用しやすい 

・古い施設は階段しかないので不便を感じる（児童館など） 

・案内係がいて親切にしてくれる（病院） 

・広いので車いす、ベビーカーでも利用しやすい（病院） 

・トイレが古く、和式が多いので使いにくい（文化施設） 

・ウォッシュレットがないトイレが多い（肢体不自由者） 

・通路が狭く、車いすでは通りにくい（図書館） 

・エレベーターやベンチが多いので使いやすい（商業施設） 

・インフォメーションに手話のできる人がいてほしい（聴覚障害者） 

・公園にだれでもトイレを増やしてほしい。 

設問７ 案内地図・道案内・看板などの【公共サイン】について 

１）区内のみんなで使う建物（区役所や図書館、体育館など）に歩いたり自転車で行こうとした時、

場所がわかりにくくて困ったことはありますか。n=314 

 

 

 

 

 

 

２）場所がわからなくて困った理由は何ですか。n=59 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答の傾向 

・回答者の 7 割程度が困ったことはない、気にしたことがないと回答。 

・困った理由としては案内の少なさに関係するものが多い。 

18.8% 32.2% 36.3% 12.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

１．困ったことがある ２．困ったことはない⇒設問８へ ３．気にしたことがない・わからない⇒設問８へ 無回答

57.6%

50.8%

39.0%

35.6%

3.4%

11.9%

0.0%

15.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１．地域の案内地図が少ない

２．施設までの道案内が少ない

３．施設の前に目印になるような看板が少ない

４．道の名前がわかる看板が少ない

５．案内の内容や方向が間違っていた

６．案内の内容がわかりづらい

（文字が小さい、色づかいが見えづらいなど）

７．特にない

８．その他

無回答
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設問８ 【心のバリアフリー】について 

１）同封する資料（心のバリアフリーパンフレット）を読んでお答えください。あなたはさまざま

な障害のある人や配慮が必要な人について、どれくらい知っていましたか。n=314 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）「心のバリアフリー」について知っていましたか。n=314 

 

 

 

 

 

 

回答の傾向 

・妊娠・子ども連れ・お年寄りや目に見える障害の認知度（少し知っている）は 8 割程度と高い。 

・知的・発達・精神障害や難病・内部障害、高次脳機能障害について「よく知っていた」と回答した

人は全体の 2 割程度以下であった。 

・回答者の 3 割程度が心のバリアフリーについて言葉も意味も知っていると回答。 

 

49.4%

47.1%

37.9%

38.5%

26.8%

20.7%

19.7%

17.8%

15.3%

11.5%

30.6%

32.8%

38.2%

38.9%

40.4%

41.1%

38.5%

38.9%

30.9%

27.1%

8.0%

8.3%

11.5%

11.5%

19.4%

23.2%

25.8%

26.1%

32.8%

33.4%

1.6%

1.0%

1.3%

1.0%

2.2%

3.5%

4.5%

5.7%

9.6%

16.9%

10.5%

10.8%

11.1%

10.2%

11.1%

11.5%

11.5%

11.5%

11.5%

11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①妊娠中や子どもを連れている人

②お年寄り

③手足が不自由な人（肢体不自由）

④目が不自由な人（視覚障害）

⑤耳が不自由な人（聴覚障害）

⑥知的障害のある人

⑦発達障害のある人

⑧精神障害のある人

⑨難病をわずらっている・内部障害のある人

⑩高次脳機能障害のある人

よく知っていた（種類や特性、必要な配慮や支援など） 少し知っていた（資料の一部程度）

あまり知らなかった（名称程度） 全く知らなかった

不明

30.6% 23.6% 38.9% 7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

１．言葉も意味も知っている ２．言葉は知っているが、意味までは知らなかった ３．言葉も意味も知らなかった 無回答
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３）あなたは「心のバリアフリー」を意識して行動していますか。n=314 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４）区全体で「心のバリアフリー」を進めるためには、どのような取組みが必要だと思いますか。

n=314 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答の傾向 

・全ての項目で回答者の半数以上が心のバリアフリーを意識して行動している。 

・知る・考える、声をかける・手伝う行動について、3 割以上が行動できていないと回答。 

・半数以上の回答者が子どもへの教育の場が必要としており、4 割以上の回答者がサービス向上、

自転車利用等への注意喚起、マナー向上が必要との認識がある。障害者等との対話・交流の必要

性を認識している人は多くない。 

■心のバリアフリーに関する主な自由意見 

・障害のある人に声かけをしてもことわられることがあり、どうすれば良いか迷う 

・自転車利用者のマナー向上や歩きスマホなどへの注意啓発が必要 

・公共の施設等では職員一人一人が意識して声をかける、手伝う事をしてほしい 

12.4%

45.9%

49.4%

15.0%

48.4%

39.2%

37.9%

43.9%

26.1%

4.5%

3.8%

29.6%

6.1%

1.3%

2.2%

4.8%

7.0%

9.2%

6.7%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知る・考える

マナー・ルールを守る

ゆずる

声をかける・手伝う

１．いつも行動している ２．まあまあ行動している ３．あまり行動できていない ４．まったく行動できていない 不明

45.9%

44.3%

43.3%

50.3%

18.8%

8.3%

9.6%

7.3%

9.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１．みんなが使う施設や商業施設などにおけるサービス

（その人にあわせた気配り）を向上させる

２．放置自転車・放置看板・路上駐車などをする道路利用

者に対して注意をする

３．自転車運転のマナーアップへの理解をお願いする

４．小・中学生が心のバリアフリーを勉強する（バリアフ

リー教育・体験学習）

５．区民全体に対してガイドブックなどを利用した理解を

お願いする

６．心のバリアフリー講演会など、直接話を聞ける場をつ

くる

７．ワークショップなどで、さまざまな人が交流する場をつ

くる

８．その他

無回答
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設問９ 【観光のバリアフリー】について 

１）区内は、高齢者・障害者・外国人などを含めたさまざまな来街者（観光などできた人）にとっ

てわかりやすく、安心して楽しめるまちになっていると思いますか。 

 

 

 

 

 

 
 

２）区の観光のバリアフリーを進めるためには、どのような取組みが必要だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答の傾向 

・「区内は来街者にとってわかりやすく安心して楽しめる」と感じている人、どちらともいえないと

感じている人、そうでないと感じている人がそれぞれ２～３割であり、印象はさまざまである。 

・必要な取組としては案内サインの増加を挙げる人が半数弱と最も多く、次いで休める場所、手助

けによるサービス、まちなかのバリアフリー化推進を挙げる人が３割程度であった。 

 

■その他、バリアフリー全般に関する主な自由意見 

・赤ちゃん連れに授乳、オムツ替えの出来るスペースを増やしてほしい 

・以前より車いすで外出される方が増えたのは良い傾向 

・バリアフリーに対する広報が少ないと感じる 

・ハード面だけでなく、取締りや規制も必要 

・オリンピックが近づいて外国の方も多く来るので皆気持ち良く出来る町が良い 

・坂が多い地域なので子育て世代やお年寄りに優しい社会になってほしい 

・バリアフリーと共にサービスやボランティアの支援も増やしてほしい。    

7.6% 19.7% 29.0% 16.9% 5.7% 11.5% 9.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答数

１．そう思う ２．ややそう思う ３．どちらともいえない

４．あまりそう思わない ５．そう思わない ６．気にしたことがない・わからない

無回答

46.8%

31.5%

24.2%

20.7%

27.1%

28.0%

20.1%

5.7%

14.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．バリアフリーの経路やいろいろな国の方がわかりやす

い案内サインを増やす

２．来街者が休める場所を増やす

３．来街者が利用できるトイレを増やす

４．多くの人が集まる施設やホテルのバリアフリー化を進め

る

５．商店街など、来街者が利用するまちなかのバリアフリー

化を進める

６．案内する人や移動の支援をしてくれる人など手助けに

よるサービスを増やす

７．バリアフリーの情報やいろいろな国の方がわかりやす

いパンフレットを増やす

８．その他

無回答
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